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第一章光
　近代フランスの画家モネが最初に外光を発見したといわれている。が実は
外光は17世紀すでにクロードローランによって捉えられ，その作品のうち
に息づいている。それと同じように唐代において，光を描いた多くの詩人が
輩出したが，中国詩人のなかで光を初めて捉えたのは，六朝の謝霊運であ
る。彼は山水を用いて精妙巧緻に光を再現した。詳しくは，拙論く散乱光と
メタ山水〉を参照していただきたい。結論からいえば，自然観察に長けた謝
霊運が捉えた光は詩人のものであるよりも，西欧画家，それも近代科学老の
冷徹な目が捉えたものに近い。宗教色はいっさい見られない，純粋な観察に
基づいている。なぜ六朝の詩人がこうまで，科学的な目を持ち得たのか，そ
れは全く謎である。とにかくこうした微妙かつ精緻な光の姿は唐代の詩人た
ちには引き継がれることはなかった。だからといって，唐の詩人たちが光に
対して鈍感になったのではない。巧緻・精妙という点では，明らかに謝霊運
には劣るが，唐の詩人たちはそれなりに独自な光の像をあたらに開拓してい
ったρなかでも常建（708～？，生まれた年が明らかなのに亡くなった年が
不明というところに注目したい）と銭起（722－780）は宗教的な体験を光の
うちに造形化している。
　はじめに取り上げる常建はきわめて寡作であったばかりではない，代表作
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は〈破山院〉一編に極まるといっても差し支えない。この詩には人知を越え
た深度と純度がある。
清農入古寺
初日照高林
竹脛通幽魔
禅房花木深
山光悦鳥性
潭影空人心
萬籟此倶寂
但蝕鐘磐音（註1）
　詩は句ごとに表される様々な空間を示しながら闇から光に向かって進む。
その進行とは無明から光に満ちた悟りへの道でもある。夜明け前の朝早く
に，山奥にある古い寺に入っていくという初句は，開けた空間から閉じた森
の中に入っていくことである。この発句では開かれた解放空間から山の中へ
と入っていく語からも想像できるように，閉鎖された空間への移行が読みと
れる。次に続くのは，奥深い暗い森の中を進んでいくと，ふと頭上がひらけ
る。光につられて思わず見上げると，高い梢に朝日が当たっているのが見え
る。ここでは高い仰角が暗示される。身体は森の底にありながら，その視線
は明るさを増した大空に向かっている。意識の中で閉から開へのやや動きの
ある移行が描かれる。
　次の三節では，空も見えない欝蒼とした薄ぐらい竹林のなかを進んでいく
と，ぽっかりと開いた奥深い空間に通じる，という句と，その開けた場所に
は僧房があって，花花が華やかに咲き誇っているという句から成り立っ。竹
1林からは空は望めない。欝蒼と竹が生い茂っていて，空を塞いでしまうから
である。こうして竹径によってまず閉じられた空間を貫く通路が示され，そ
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の閉じられた空間の終わるところに日光に照らし出された開かれた空間が開
ける。そこには花が咲き乱れている。日が当たらなくては花は咲かない，つ
まり開かれた空間なのだ。ここにも閉から開への展開が見られる。こうして
冒頭の二句と次に続く二句とはいわば閉開閉開のリフレイソとなっている。
最初の開は光の届く高みに向かって開き，二回目の開は光に満ちた地上に向
かっている。
　三聯目に関して吉川幸次郎氏はこの句に登場する鳥性という語について
「鳥性は面白い言葉である」（註2）と述べ「天地の中の一物として生活する万物
が，天地からそれぞれに賦与された生命の原理，それが性であり，人間の性
といえば，良心である」と記している。それでは鳥性とは具体的に何である
のかについて次のように述べる。「鳥にも性はあるに違いない。さればこそ，
つやつやしい山の空気の中に喜々として遊んでいる」これではどうも視覚的
なイメージに欠ける。空気の中に遊ぶとはどういうことなのかについての具
体的な映像を彼はわれわれには与えない。ここで敢えて一歩踏み込んで，鳥
性とは端的に単純明快，飛翔であるとしたい。次に問題となるのが山光であ
る。山の光が満ちている所は森や林の中ではない。樹木の下には光はない。
山には開けたところがあるとしても，そこは背丈のある草で覆われているは
ずである。光に満ちた場所があるとすれば，それは樹木の上，つまり山の上
空である。この句の最終的な解釈は次のようになろう。「山々の上に満ちる
光に向かって鳥達は喜ばしげに翔け上がっていく」
　さて三聯目の第一句ではこのように開かれていく空間への移行が示され
た。第二句目に関してもやはり吉川幸次郎が指摘していることに留意すべき
である。つまり氏はこの影にわざわさ「ひかり」というルビをふって，これ
が影ではなく光であることを強調している。光といっても，この光が水面を
反射する光であるとすると，これまで開閉を繰り返していたこの詩の流れ
は，途絶えることになる。ともに開いた空間を歌うことになるからだ。もし
これが，水面を貫いて，本来は暗くて見えないはずの淵の底まで光が差し入
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ってその水底を照らし出すということであると，その後の句とも意味がつな
がっていく。ここでいう光とは散乱光ではなく，また光によって照らされた
明るさでもなく，まさに光線そのものなのである。
　淵の周りは普通は樹木が生い茂っていて横からの光は通さない。水中に射
し入る光であっても，水平に近い入射角であれば，水面を反射して水中深く
まで射しいることはない。暗く冷たい水底に視線が達するのであれば，水面
に対して垂直に入射する光がそれを保証しなければならない。入射角の違い
を詩に初めて導入したのは〈鹿柴〉を書いた王維である。
空山不見人
但聞人語響
返影入深林
復照青苔上
空山人を見ず
ただ人語の響くを聞く
返影深林に入り
また青苔の上を照らす
　かって頭上から照らしていた日光が，夕刻時には横からの黄金の光線とな
って森の奥深くに射し入り，暗い森の闇にひそむみずみずしい苔が，黄金色
の夕日によって鮮やかに浮かび上がる様をこの詩人は歌った。詩の中ではす
でに正午ころ一度光線は苔を照らそうとしたのだが，欝蒼とした木陰に遮ら
れそれが起こらなかった。このことが復という語のうちに込められている。
ここでは常建とは逆に，真上からの光は意味を持たなかったのだ。真横に近
い入射角度で差し込んだこの夕暮れ時には，幹と幹との隙間を通り越しては
じめて森の中深く光が差し込むことがあり得たのだ。
　ここで両者に共通するのは，王維にしても常建にしても，共にものの奥深
くまで光線が届くことである。但し一方の王維では，事実の観察に根ざした
発見にその力の源がある。思いも寄らぬ所から届く光を発見して驚き，この
偶発的な出来事を詩に昇華したのが王維の詩である。このように王維は根本
的に機会詩の詩人である。彼の生きている現実の中にある事象を発見する
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と，それを詩に形作るのである。彼は徹頭徹尾観察の詩人でありリアリズム
に留まる。事実彼の詩はこの発見の句をもって終わっている。
　王維よりも若かった常建が王維のこの〈鹿柴〉を読んでいたのはまず間違
いないだろう。常建は王維が終わったところから出発する。常建は王維のよ
うな純粋視覚的な体験を超え出ていく。われわれがリアリズムのレベルに留
まって観察するかぎり，常建は王維の水平に射して木々の幹の間を通り抜け
る夕日を，真上から淵の底まで照らし出す正午の光線に変換しただけであ
る。しかしこれを精神の側から捉えるとなると，それは単なる変換では済ま
されない。
　常建では深い淵の底の光が届くという語句の後に，すぐ，人の心を空しく
すると記して，この外景が同時に心の風景であることを告げている。この短
い同一の句の前半は外景描写であり後半は内面描写である。前半と後半とは
どのように結びつくのだろうか。淵とは外景の淵であると同時に，心のなか
にある暗い無明の淵，阿頼耶識である。普段はまったく光の届かないそうし
た無明の心の奥底に仏の光が差し込むことを暗示している。淵の底を照らす
光線は英知を担った意識なのである。こうして謝霊運によって確立し，王維
によって継承されてきた，ものを照らす光線は，ここ常建で底なしの無明へ
届く意識光線にまで純化されていく。
　ちなみに光を意識の暗喩とするのは何もここだけの話ではない。たとえ
ば，日本の〈今昔物語〉には，伯母捨て山に母親を一度捨てて帰ってきた青
年が，帰り道の途中，月の光が焼々と照るのを見ている間に，無性に母親が
なつかしくなり，また山に登って母親を連れ帰るという話があるが，ここで
は闇は忘却，光は忘却からの想起の意味を負っている（註3）。
　ところで，詩全体の流れの中から見ると，この句は前句と明確な対を成し
ている。光の中に身体と共に駆け上がっていく生き物の世界，つまり運動す
る身体・生命の世界が一方で提示され，他方には，物質世界を超えた，人間
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の霊的寂滅の精神世界が描出される。一方には光の中に溶けていく上方的・
拡散的，生命・エロス的性格があり，他方には下方に向かって集中し浸透し
ていく・アガペー的ともいえる性格がある。ここではそれが単に対比されて
いるのではない。この一聯では他の聯同様，動きつつさらに深化していく進
行が見られるのである。
　鳥が飛び交う天空から淵の底への180度に及ぶ仰角変化はなかなか劇的で
ある。こうした手法ははすでに謝霊運が使っていた手法だった。他にもいく
つかあるが，〈登池上櫻〉の冒頭「潜虫し媚幽姿／飛鴻響遠音」がその好例であ
ろう。謝霊運がこの詩句をつくるに当たっては，まずは深く澄み切った淵に
立ってそれをじっと眺め続けたはずである。自然観察による映像から幻想が
次第に浮かび上がってくる，というのが謝霊運の詩の運び方だ。とにかく淵
の底にはどんなに鋭い光線とても届かない。光の届かない暗黒の淵の底に潜
んでいる水龍は，その姿を誰にも晒さずに，体をゆっくりくねらせて，わが
身の麗しさを眺めてうっとりとする。また雲の上を飛ぶ鴻はその姿を地上の
人間には見せないで，翼が風を切る音だけを人間の耳まで届かせる。この場
合は潜龍の場合に比べて，はるかに想像しやすい。鴻は普段肉眼で見るもの
だしさらにその翼の音という情報が送られてきているからだ。実在する鴻を
後にさせて，まずは想像上の潜龍から始めるところにいわゆる中国的ではな
い謝霊運のスタイルがある。
　下から上へという方向が謝霊運であった。うなだれて底の見えない淵を見
つめていたら，自分の心の闇の中に潜龍が見えてきた。それをじっと見っめ
ているうちに，遥か上の方に翼の音がした。そこで見上げるしかし鴻は翼の
音こそするが，雲に遮られ姿は見えない。
　常建では上から始まる。今まで上が森で遮蔽されていた。そこで上が開き
光が降り注ぐと，視線は当然，光の注ぎ降りてくる上に向かう。しかもその
回転モーメントは謝霊運に比べてさらに大きい。単に仰角を180度換えたの
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ではない。高みと深みの間に位置する作者がその心を，まずは光に満ちた
空，遥か彼方の高みに向かって解き放ち，その直後，こんどは深い淵にその
視線を振り下ろし，その水底のさらに奥深くにまで心を走らせるのである。
その運動は謝霊運に比べてはるかにダイナミックである。たとえばサーチラ
イトを動かすとき，その光が極めて遠くまで届くことから，サーチライトが
莫大なモーメントを獲得するように。ただし動くのは光であって，物ではな
い。だから慣性力が介在しない。質量のないものが動くとき，貫性力から自
由な，俊敏なる霊的なダイナミズムがここに現われる。それは英知の光の早
さである。光はここでも自然の光から，霊的な光に変質していく。
　清の沈徳潜によれば謝霊運は幽奥であるとされている。奥深くて先が知れ
ないというほどの意味を持っているこの言葉は，一見，謝霊運の底知れない
奥深さを示しているように見えるが，実はこれは彼の感覚不可能性の示すも
のであることにはあまり注意が向けられていないようだ。奥深いその奥底に
何が潜んでいるのか分からない，あるいは潜んでいるものがあるとしても，
それに触れることもコソタクトをとることもできないと嘆くのが実際，謝霊
運のいくつかの詩の主題になっている。謝霊運は，生身で自然の神秘に触れ
ようと，野山をかけずり回ったが，その何処にも神秘の跡すら発見できなか
った。自然の不透明性への怨念が謝霊運の根底に流れる感情の一つとなって
いる。
三江事多往　九派理空存
霊物宏珍怪　異人秘精魂
神話を流出した三江，九派の大河は
今はもうなにを語るだろう
自然の奥義を説く神々は
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霊物を抱えたまま人知れずひた眠る 〈入彰最湖口〉
　　　　　　観奇脛禺穴
身名寛誰辮　圖史終磨滅
禺の旧跡を見ようと禺穴を訪れたが
書物がすべて磨滅してしまった後の今となっては
誰がその実像を語り得ようか 〈謝臨川遊山霊運〉
羽人絶髪髭丹邸徒空笙
圖牒復磨滅　碑版誰聞傳
莫辮百代後　安知千載前
羽根をもつ神人は見あたらずその住処は
川から引き上げた空の仕掛け篭のよう
百代前の仙人の書も書物も散逸し
板も石碑も砕け散って
誰一人聞き知る人のいない今
千代前の一体何が残っていよう 〈入華子岡是麻源第三谷〉
　謝霊運の前では自然は不透明なままとどまったのである。最初に取り上げ
た詩句もそのことを暗示するように，水龍へ向かう視線も鴻に向かう視線も
ともに不透明な自然に遮られて，その姿を彼の肉眼に晒すことはない。常建
はいわば謝霊運によってつくられた〈幽奥〉と一般には呼ばれている，不透
明な自然を，一点も曇ることのない透明な水晶体に変えた。
　破山院の詩に現れた透明は淵だけにあるのではない。上にも向かっても世
界は透明化している。この際この一聯は外景描写として完結しているが，そ
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れがそのまま詩人の心の心象風景になっていることも留意されるべきだろ
う。つまり純粋に外の世界の出来事として存在している風景と心の中の風景
である心象風景とが，そのいずれでもある一つのものして，表されているの
である。言い換えれば内面世界と外面世界との隔てが取り払われるほどに世
界が透明化している。自己と世界は今や一つとなっている。〈透明と障碍〉
というジャソ　ジャック　ルソー論を書いたスタロヴァンスキーのいわんと
したことが，ここではるかに詩的に表現されている。
　こうして全世界が作老とともに静まりかえる。悟りの境地に没入したので
ある。最後の二句では，その静寂を破って唐突にも寺の鐘の音が響いてく
る。生きてる限り，われわれは所詮，俗世に引き戻されなければならない。
ただ引き戻すものが，女の嬌声などという俗っぽいものではなくて，石でで
きた鐘である。しかもそれすらこの詩にとっては余分なものである。完結し
た世界が吐き出したこの音は，この詩にとっても形式上必要なものでありつ
つ，意味の上では蛇足となる。平明な自然描写から出発しつつ，ひたすら純
度を追求し，余計なものをそぎ落とし，言語を結晶化しついには光そのもの
までに高めていくこの作品にとって最後の一句は最終的な純化の課程に残っ
た残澤であり，そのことによって余りにも希薄化したこの詩に確かな現実性
を与える作用をもたらす。
　古典的な美学理論の一つに，一つ目と二つ目は並列させて，三つ目でドラ
スティックに変えよ，という原則がある。極端な変化を求めないのが人間で
あるが，同時に，三回同じことを繰り返すと飽きるという人間洞察からこの
原則は導き出されている。この理論がこの三聯目で適用される。それは起承
転結の転にも当たる。起と承とは同じで性格のちょっとした変化であってよ
い。ただし転では転換の転であり大きな変化がある。閉開閉開と連なってき
たこの詩は，三連目で逆転し開閉という順序をとる。一種のシソコペイショ
ンである。そして最後の一聯では開閉というそのこと自体が消滅する。
　八句からなるこの詩はこうして二句つつを一聯として四聯からなる全体を
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形成している。しかもそれぞれの四聯は古典的な起・承・転・結の四つの機
能を明確に保有している。その異常なまでの完成度の高さ，はほとんど人知
を越えている。妖精の力を借りて作り上げられた詩ではないかと疑う。もし
そうでなければ同じだけの完成度を持ったいくつかの作品が残っていてよ
い。しかしこれだけの詩は他の常建の詩にはない。たった一編の詩が人知を
超えた完成度と深みを持ち，他の詩はとてもそれには及ばないという不思議
さが読者には最後まで残る。
　ちなみにその完成度においては，とても足下にも及ばないが，やや類似し
ている詩がドイッ18世紀に書かれている。その一部をここに紹介したい。
Hier　wohnte　Stille　des　Herzens；goldene　Bilder
Steigen　aus　der　Gewaesser　klarem　Dunkel
H6rbar　waltet　am　Quell　der　leise　Fittich
Segnender　Geister
ここは心の静けさが住う所
黄金の形象が暗く澄んだ水底から湧き上り
泉には祝福する天使の翼の
微かな羽音が聞こえる
　ドイツ18世紀末の詩人マティソンの「ヴァルクルーゼ」の一節である。
暗く澄んだ水底から黄金の形象がたち現われる，というくだりは謝霊運の
〈謝臨川遊山霊運〉の「金潭恒澄撤」の詩句を想起させる。またこの句の後
半に見られる，深く澄み切った水と翼の音はく破山院〉を想起させるものが
ある。
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　人智を越えた完結性という点で中国詩史上，近づきがたい高みを獲得して
いるのがく破山寺〉であるが，銭起のく送僧帰日本〉はその宗教的な深度と
純度において常建の作品に迫りうる唯一の作品である。常建の優れた詩がた
った一編であるのに対して，銭起の残した詩にはかなりの数の優れた作品が
認められる。まずは常建の破山寺の影響下に作られたとおもわれる以下の詩
から始めたい。
〈送僧帰日本〉
上国随縁住
来途若夢行
浮天槍海遠
去世法舟軽
水月通禅寂
魚龍聴梵声
惟憐一燈影
萬里眼中明
　まず詩句には従来の解釈とは異なった可能性があると思われる。「水月通
禅寂」の句における水月の理解である。一般には並列された二つのもの，つ
まり月と海の水とはあなたの悟りの心に似通う，という解釈が流布している
ようだが（註4），果たしてそうであろうか。まず禅寂とは，その僧の心の状態
を指しているはずである。その状態は何らかの形で，そこに表された風景の
中に形象化されているはずである。海において禅寂らしき状態が考えられる
とすればそれは，まずは凪の海原であるか，あるいは外海の波の影響を全く
受けない海底をおいては他にない。前者であるとすれば，月の光は海面を反
射する。月を映し反射させる海面は，悟りに達した僧の心の状態としてはい
まいち鮮明度に欠ける。後者であるとすると，冥い海中深く月の光が浸透す
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ることになり，それが僧の禅寂であることが了解できる。思い返せば，ここ
にもすでに常建の銭起に対する影響を見て取ることができる。つまり常建の
「潭影空人心」が示した，短い一句の中に外界の出来事と心の内の出来事が
同時に描き込まれている点である。この光線もまた，常建のあの詩同様仏教
的な背景が濃厚である。禅寂とは単なる抽象的な心的状態を指しているので
はない。外界の有り様がそのまま僧の心の姿であると考えるべきだ。
　光ではなく琴の音が水中を貫いて響くというイメージはすで下記の詩が示
すように常建によって確立していた。
〈江上琴興〉
江上調玉琴
一弦清一心
冷冷七弦遍
萬木澄幽陰
能使江月白
又令江水深
始知梧桐枝
可以徽黄金
　銭起はこれから述べる二編の詩のなかで，湖の底深くに潜む神霊が琴を弾
くと，その音が水上にまで到達すると記しているので，深い水を通り抜ける
ことに対するイメージは強く刻印されているが，光線が水底深くに射し入る
というイメージは幾分希薄である。だから銭起のこの詩では外界から内界へ
と光が差し入る現象が歌い込まれたとすると，これは他の詩人からの影響と
考える方が自然である。その影響を与えtcのが常建である。常建はく破山寺〉
で深い淵に差し込む光を取り上げたが，それを受けて日光の代わりに月光が
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海水の中に射し入っていくということが銭起にイメージされた可能性は高
い。どこまでも澄んでいる禅寂の海の水のなかを，月の光が通じていく，と
いう解釈がここでは妥当ではないだろうか。英知の光ばかりではない。僧が
船上で唱える読経もまた海原の水底に達し，龍や魚たちがそれに耳を傾け
る。
第二章遠さ
　魚に説教した聖人として西欧ではパドバの聖アントニウスが知られてい
る。かれは聖フランチェスコ同様，キリスト教徒には珍しく動物と人間との
間に境のない聖者だった。我と汝，近と遠，過去と未来との間に横たわる途
方もない障壁や境が聖者の前では取り払われる。この日本の高僧もそうした
境をあっさりと越えてしまう。中国と日本との間の船旅は決死のものだっ
た。恐るべき危険が待ちかまえていた。それを知りながら銭起は「世（中国）
を去る法舟は軽い」と記す。この僧にあっては遠近は超越している。
　法舟軽の「軽」はドイッ19世紀初頭の詩人F・ヘルダリソの〈パートモ
ス〉の一節を想起させずにはおかない。Wo　aber　Gefahr　ist，　wachst／Das
Rettende　auch，／．＿．＿，　／Die　S6hne　der　Alpen　Uber　den　Abgrund　weg／Auf
leichtgebauten　Brticken　r危険のあるところ救いもまた育つ／アルプスの子
どもたちは深淵に架けた粗末な橋を／軽やかに越えていく」がそれである。
直訳すれば軽いは子どもたちの足どりではなく，建造という動詞に係る副詞
であり簡素の意味であることになるが，百歩譲って，軽いのは橋の建造方法
であるとしても，そうして造られた簡素な橋を子どもたちが渡る場合には，
ドタバタと渡るわけはないのだ。やはり軽やかにわたるはずなのである。真
下には深淵，その表皮の上，あるいは今にも壊れそうな頼りない橋を軽やか
に渡るという，深淵と軽やかさのこの特殊な関係はヘルダリンにも銭起にも
共通のものだ。この日本人僧もこうしていとも軽やかに海を越えていく。
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　最後の一聯はつぎのようなものであろう。中国と日本という遠く離れた二
つの国の間を，あなた様はいとも軽やかに越えていかれます。あなたは光で
あり，その光をもってすれば，月が無くともあたりは光に満ちて澄み渡り，
行き先に迷うこともありません。離別の悲しみを歌うのがこうした詩の定石
だが，ここでは悲とか涙とかいう語が全く出ないばかりか，隠された形での
悲痛とか涙とかもない。
　当時日本と中国との間の渡航は決死の危険な旅であった。無事たどり着く
かどうか分からない旅立ちを前に，銭起の書いた詩の中にはそれとは裏腹に
軽とか明という，およそ別れにふさわしからぬ語が用いられていることは注
目に値する。こういう旅立ちに当たって他の詩人はどのような詩を書いてい
たのかを，振り返ってみると王維には同じく帰国の途につく日本人に当てた
詩があるのでそれを参照にするのがよいと思う。この日本人は僧ではなかっ
た。それ故そこに仏教の哲理が言及されないという根本的な背景の違いがあ
るので，比較すること時代に問題がないわけではないが，銭起の詩の特徴を
浮かび上がらせるためには，有効であると思われる。
〈送秘書晃監還日本国〉
積水不可極
安知槍海東
九州何処遠
萬里若乗空
向国惟看日
帰帆但信風
驚身映天黒
魚眼射波紅
郷国扶桑外
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主人孤島中
別離方異域
音信若為通
　果てしない海のさらに東にあるという九州を誰が知っているのでしょう。
この度の船旅は，あなた様にとって寄る辺ない途方もないものでしょう。ひ
たすら太陽の出る東に向かって進み，船は風にまかせる他はないのですね。
海の底からは大ウミガメが現れて空まで暗くなるでしょうし，怪魚の大きな
目から発する光は波を赤く染めるやもしれません。私が見たこともない扶桑
の生えているいるさらに向こうに日本はあるのですね。お国にたどり着いて
しまったら，そこは全くの異界，手紙も何も届きはしないのですね。
　両者の語彙の類似点がそこここに見られるが，特に目立つのは王維の「萬
里若乗空」と銭起の「浮天槍海遠」である。青海原に出る海は天に続くよう
に見えるという王維と海は広く天の上を浮かぶように舟が進むという銭起の
表現には相当な類似点が見られる。ここからして銭起が王維の詩を目にして
いたことは難くない。但しそれはあくまでも表面的な類似性にとどまるので
ある。
　王維の詩を根本的に貫いている思念は，日本が遠い国であるということで
ある。確かに日本は遠かった。鑑真が日本に来るまで何回難破したことか，
阿倍仲麻呂も渡航に失敗し続け，とうとう日本へ帰ることができなかった。
だがそれは一般論である。場合によっては嵐に一度も会うことなく，いい風
を受けて容易く日本にたどり着くことが全くなかったというわけでもないだ
ろう。特に神通力を備えた高僧であれば，それは容易なことにもなる。銭起
は僧のそうした力を信じた。王維にあっては超常的なものは無縁であった。
常識を越えられなかった。そういう王維が万一日本に渡航しようとしたら，
必ず難破しただろう。
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　次にさらに王維的な部分が現れる。ここには銭起にあった光の感覚はな
い。光とは英知であり悟りのメタファーであった。そうした超常的な英知の
代わりに，空を暗くするほどの大きなウミガメ，巨大な怪魚が登場する。生
き物の形姿がある。人の眼がそうしたものに行く分，光への感覚はなくな
る。怪魚の眼から赤い光が放たれる，それくらいの光であって，浸透力のあ
る光は言及されない。むしろそうした大きなウミガメや怪魚によって，日本
と中国との間は大きく隔てられる。遠さを具象化するために，こうした生物
が持ち出されたのである。それは二つの国の間に立ちはだかる深淵の主たち
なのだ。日本と中国との間には人間の能力をはるかに超えたこうした果てし
ない海原があり，そこは怪魚や怪獣が支配している。そうしたこの世とは思
われない異世界を越えて，その向こうに去っていく友との別離を悲しんでい
るのである。常建は王維が終わったところから出発したとすでに記したが，
銭起もまた王維のリアリズムを超えることうから始まる。王維と銭起の詩を
読むと，ここにも透明と不透明，通気（気が通うこと，つまりは意識が通り
抜け，走り抜けること）と障碍という対照的な二つの世界が現れる。
　ちなみに王維も銭起も共に通という語を使っているが，両者の使用法は全
く逆である。王維では手紙も届かないという断絶の意味で持ち出されている
が，同じ言葉が銭起では仏の光が海の底まで達して禅寂に達し，そこに棲む
魚たちもこの高僧の読経に耳を傾けるとあるように，通には繋ぐもの，宥和
するものとしての機能が与えられているのだ。
　こうした王維の詩があったからこそ，銭起はその先に進み得たのか確か
だ。しかし先に進まず後退ということだって歴史上しばしば起こっているの
だ。ここでは銭起の詩に軍配を上げたい。銭起はもっと評価されていい。空
間的な距離をものともしないという点では銭起の下記の詩も同様である。
〈寄衰州李嘉祐員外〉
誰謂江山阻
容輝常在目
郡国通流水
行春鷺幾嚇
雁有還郷羽
願徴黄覇入
心親夢想偏
別離任経年
雲霞共遠天
遅客月頻圓
人無訪戴船
相見玉階前
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注（黄覇は治民の首，一度流され後都に戻る）
君を思えば一瞬で山も河も飛び越える，
夢の中ではいつでも逢える
君の面影は何時もここにあって，時が過ぎても変わらない
君の往く遠くの国までこの河は繋がっているし
君の見る雲も僕の仰ぐ霞も高い天から見れば一つ
これから幾度鶯が鳴きやみ，
何回お月見をすることだろう
雁は故郷に戻るけれど，
来る船に君はいない
だが嘆くことはない，いつかは黄覇のように君も必ずや都に戻り，
王座の前で僕と再会するのだ
　この詩でも物質世界の遠さは，心的な世界までは及ばない，どんなに遠く
に離れていても，愛する友に向げて心を走らせることができると歌う。別れ
という断絶の中に，彼はそれでも絶ちきれないもの，心のつながりの強さ，
そして再会の希望を歌う。
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第三章　不在
〈宿王昌齢隠居〉
清難深不測
松際露微月
茅亭宿花影
余亦謝時去
隠処唯孤雲
清光猶為君
薬院滋苔紋
西山驚鶴i璽
　王昌齢がすでに隠遁の地を敢えて去って再び政治世界に飛び込んでいった
後，おそらくはそれを知らずに常建が訪れて作った詩である，というのが中
国での最近の解釈である（註5）。そうなると「月光はなお君のためにある」，
という表現もはじめて納得できるものとなる，家の主はいない，薬院が苔蒸
しているというのも，従来の解釈ではいささか不思議の感が否めなかった
が，本来強い日差しを必要とする薬草の庭が，主不在のために手入れが成さ
れていないばかりではなく，庭の木立の勢定もされていなくて，庭は欝が
れ，深い木陰が生じて，苔まで生えてきたことを示している，という解釈に
なり納得がいく。この月光は君のためのものじゃなかったのか，というくだ
りは，まさに王昌齢がそこにはいないことで重みが出てくる詩句である。ド
ビッシーの「しかも廃寺に月は落ちる」に見られる不在と荒蓼と月光のとう
めいがこの詩にはある。不在を歌った詩は銭起の得意とするものであった。
〈和人秋帰終南山別業〉
旧居三顧後　　晩節重幽尋
野径到門壼
昔年鶯出谷
物外凌雲操
山窓連竹陰
今日鳳林帰
誰能継此心
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旧居を三顧し後
野の径は門にいたり蓋き
昔年に鶯は谷を出で
物外，凌雲のこころさし
晩節に幽尋を重ねる
山窓は竹陰に連なる
今日鳳は林に帰る
誰かよく此の心継がん
　この詩も不在を主題としている。おそらくこの詩は，師と仰ぐ方が亡くな
った後，その家を弔問に訪れた際に送った詩であろう。全体としては，次の
ような解釈になるだろう。
　亡くなった和人が都に住んでいるときには詩人は一度丁重に尋ねただけだ
った。その後，彼は晩年，都の家を去って，故郷に戻り隠居して，幽居を構
えた。自分はしばしばそこに通い多くの教えを受けた。彼は深い精神世界を
極め，そしてそこで亡くなった，道が門に尽きるように。死後の魂を求める
べく訪れた，彼の死の床があった彼の部屋，その閉じられた空間には今はも
う彼のよすがはない。そこに開く窓によって視線を導かれ，外に心が向かう
と，竹藪が広がっている。その陰の中に師匠の魂をみたのだろう。ふと振り
返って彼の生前の超俗の精神世界の業績を思う。これを継ぐものは何処にも
いない。
　「野の道は門に到りて尽き」「山窓は竹陰に連なる」の一聯は対句としても
暗示的である。不連続と連続との対比。前半は人生の道を歩んでそして終わ
った彼の死，生からの断絶である。彼の肉体は門の前で尽きた。但しその魂
は次の句が暗示するように門の前で絶えることなく窓を通じてさらに続く，
魂の永続性を後半が示している。もはや肉体を抜け出たのだから門を通るこ
とはない。閉じた戸口ではなく，意識の通路である開いた窓を通って，師匠
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の魂はこの世を抜け出ていった。窓の向こうに見えた竹林の「陰」とは，陰
の世界，つまり死後の世界に通ている。魂の不滅への予感がこの詩にはあ
る。さらにこの思想を純化したのが次の詩である。
〈空寂寺悼元上人〉
棲然双樹下
燈続生前火
陰階明片雪
寂滅応為楽
垂涙遠公房
炉添没後香
寒竹響空廊
塵心徒自傷
　上人の死を悼む形でこの詩は始まる。生命の連続性を，全ての人間関係を
断ち切るものが死である。その断絶をつなげるべく後に残された弟子たち
が，生前も灯っていた蝋燭を今も絶えることなく灯しているし，没後も変わ
ることなく，香炉の煙が，すでに身体から抜け出た上人の魂を慕うかのよう
に，漂っている。とはいうものの，上人をとりまく人々には師を失った悲し
みだけが残っている。そのような上人の魂は実はもう人間界には留まっては
いない。それを暗示するのが次の一聯である。雪の積もった暗い階段は明る
い．El光に向かって少しつつ明るくなりながら幾段も昇っていく。さらにそれ
がそのまま途方もなく長い廊下へと通じていく。廊下の両側からは，竹から
揺さぶり落ちる雪によって生じる音が，思いだした木霊のように響いてい
る。ここでの空廊の空は人気がないということを意味するだけではなく仏教
の空をも示している。この空は浬葉と親和性を持つ。一方，この詩に記され
た「陰」は陰陽の陰であり，その極みは死の世界である。かって中国の気功
師と上海博物館に立ち寄ったとき，ここでは陰の気が強いから，けして心を
そこで解放してはいけないと注意され，なおかつ博物館を出たときには，陰
気を我々の体から丁寧に取ってくれた。地中に長く埋まっているものは強い
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陰気を発するというのである。ここでも陰とはそうした意味を帯びている。
仏教の空とは生死を越えた世界であり，こうした陰とは対極に位置すること
になる。この詩では「陰」から「空」への上昇通路として階段と廊下が呼び
出されたのだ。この連続性こそ銭起の本質である。一度は上人といえども冥
界に降った。その陰の世界から上人の魂は階段を伝わって光に向かって進
み，長い渡り廊下をくぐり抜けて空の世界に入り，ついには極楽浄土に抜け
ていく。死後の魂の通るこの通路は臨死体験したものの語る暗いトンネルの
向こう側に目映い光があったという話に合い通じるものがある。こうしたこ
とをどことなく感じとっていた作者だからこそ，死は上人にとっては苦しみ
ではなく楽であると記すことができたのだろう。不在の積極的な姿がここに
はある。これは王昌齢の別荘を尋ねたときの常建にはなかったものだ。日本
への旅路に関しても明るいとか軽いとかいう語を用いたと同じように，尊敬
するものの死に対して楽という言葉を用いるのが銭起独特の個性である。
第四章　刹那と永遠
　時間の連続性が先の詩であるとすると，一瞬の時間の中に現れた永遠を詩
にしたのが次の詩である。
〈谷口書斎〉
泉堅帯茅茨
竹憐新雨後
閑鷺栖常早
家憧掃薙径
雲霞生醇帷
山愛夕陽時
秋花落更遅
昨與故人期
泉の涌く谷間の窪みには
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藁葺屋根のわが家がある
霞や雲が篭り易く，
醇は窓を伝って塞ぐほど
雨後は竹林を慈しみ
夕陽は山を抱き寄せる
鷺は早く巣に帰ってはや憩い
秋の花は未だ落ちずに咲き乱れる
家憧に蔦の道を掃かせ，
昨日約束した旧友を待つ
　この詩の中心は三聯目の，鷺の早い帰巣が示す先取りされた休息という静
止と，秋の草花が友が訪れるまでは散らずに咲いているという，引き延ばさ
れた衰徴という二重の静止にある。先取りと延滞の狭間にあって現在が永遠
化する。そのなかで期待が次第に飽和していく。
　もてなしの支度に慌ただしい時間はとうに過ぎ，まだかまだかとはやる気
持ちもすっかり失せ，準備万端，ゆったりと自宅で旧友を待つ。友人がくる
直前でなければまた落葉で塞がれてしまう山道を，今まさに召使の少年に掃
かせている音が聞こえてくる。その音はおそらく作者の心をさらに鎮め，一
種の瞑想状態に入らせようとしている。
第五章　音
銭起は常建以上に音に対して敏感な詩人であった。
〈i養迫書斎望月〉
夜来詩酒興
影閉重門静
鵠驚随葉散
今夕遥天末
月満謝公楼
寒生独樹秋
蛍遠入煙流
清光幾処愁
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謝公楼に集い，酒を飲みつつ詩を吟じれば
月が昇ってあたりはまばゆい
閉じられた重い門の影は動かず
邸内の孤樹が梢の先に秋を捉える
驚いて鵠は羽ばたき去り，葉は銀箔となって舞う
蛍は遠く鵠に入って光を膨らます
ここは遥かなる天の河の果て
月光が無数の悲愁を人々にまき散らす晩。
　音といえば思い浮かぶのが謝霊運の数々の詩である。〈夜宿石門詩〉では
次のようであり
鳥鳴識夜棲
木落知風発
鳥鳴いて夜棲むを識り
木落ちて風おこるを知る
また〈従斤竹澗越嶺渓行〉では
猿鳴誠知曙
谷幽光未顕
猿鳴いて誠に曙を知れども
谷幽にして光未だ顕かならず
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　とある。〈夜宿石門詩〉では耳を通じて得た情報から，彼の想像力が発動
される。詩人は森の闇の中で眠りについた鳥たちの姿を視る。しかしながら
そうした映像は，眼球を通して得られた実在像では必ずしもない。実際の自
然界は闇のために詩人の視覚はなんら役に立たないからである。鳥の姿が見
えたにしてもそれは，詩人の心のスクリーンに浮かび上がった想像像なので
ある。その想像上の姿を惹起させたのが音なのだ。後半の木の葉が落ちて風
が起こったのを知る，という箇所では，もともと目には見えない，つまり肉
眼では捉えられない風の存在は，木の葉が舞うという現象を通して二次的に
認識されるものであるということを歌っている。こちらでは心のスクリーソ
に映し出される姿ですらない。見えないものを見えないものなりに，見えな
いものとして，見えるものを手がかりにして表象している。まさにここには
音がないために，前半で生じた音がこの後半の静寂の中に残響として呼び込
まれているのである。
　次のく従斤竹澗越嶺渓行〉」では猿の鳴き声がして朝の来たことを知り，
光を求めて，外に出ては行くが未だ谷は暗くて朝日は見えないと歌われてい
る。ここでもはじめにあるのは視覚によって何かが捉えられる前に聴覚が音
を捉える。聴覚は五感の中で嗅覚に次いで暗示的な感覚である。その聴覚が
捉えた音が引き金となって，他の感覚が目覚めてくる。
　これら謝霊運の音の詩なんとも暗示力に富み，幽奥な世界を浮かび上がら
せるのに貢献している。彼の聴覚は他の四つの感覚と密接に結びついてお
り，一つの感覚が目覚めると，それに共振して他の，感覚がいかなる情報を
も得る前に，自発的に作動し，彼の心の内に様々なイメージを映し出すので
ある。これは心理学の用語では共感覚と呼ばれる。このように特殊な感覚を
備えた謝霊運に比べると銭起の音ははるかに単独感覚的である。端的に言っ
て聴覚が鋭いのだ。銭起のこの詩を読むと，秋の気配と月の明るさに驚き目
覚めた鵡が翼をばさばさと音を立てているその翼の音が僕らの耳に聞こえて
くる。次の詩もその音が聞こえて来るという点では同じである。
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〈渥渓声〉
乳石跳素波
腿腿瞑風引
寒声聞幾処
散出空林去
あちこちでまばらな波の輪を描く
鐘乳洞に滴る冷たい響きを
冷たい通気が外へと誘い
人のいない林に散っていく
　しかし彼の聴覚はもともと霊的なものとのつながりがあった。銭起は聞こ
えない音を聞き取る耳がある。
　　　　〈省試湘霊鼓琴〉
善鼓雲和琴
薦夷空自舞
苦調凄金石
蒼梧来怨慕
流水伝湘浦
曲終人不見
常聞帝子霊
楚客不堪聴
清音入杏冥
白草韮動芳馨
悲風過洞庭
江上数峰青
雲和の琴を弾けるのは尭の娘の霊
その琴の音が水底から発すると
水の神は意味もなく一人で踊りだし
楚に疎い異国の人さえ泣きだした。
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その響きは金石の中にまで染み入り
遥かに冥くまで伝わる
亡夫・舜は青桐のもとに現れて妻を懐かしみ
いぐさをさらに強く匂いたたせる
ついに湘湖には渦が起きて波は湖畔を濯い
洞庭湖には悲風が巻き起る
曲が終わるとどこにも人影はみえず
静まった湖上には青い峰影のみが残った
　この詩のおもしろさは神霊の奏でる琴の音が他の多くの神霊を呼び出して
いるという霊界でのできごとの一部始終を，人間である作者が傍観している
ことだ。おそらくは詩人にはこの琴の音は聞こえない。詩人は人間には無音
の霊界の有り様を覗き見てしている。実際最後の一聯は，鬼霊が歌っている
のを書き写したものであり，これを見た科挙の試験官も，人間業ではないと
して彼を推挙したのだった（註6）。この詩はさらに深化して次の詩を生むに到
る。
〈帰雁〉
瀟湘何事等閑回
二十五弦弾夜月
水碧沙明両岸苔
不勝清怨却飛来
　雁は二つの意味で二つの世界を行き来している。ひとつは，渡り鳥として
南方と北方の二つの国を行き来すること。もう一つは渡り鳥はミズドリであ
るから，空を飛ぶと同時に，水の中に潜って魚を捕るということである。空
は大地よりも上方にあり，一方の水は地上よりも下方にある。人間が日常生
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活を送るのは，この両者の中間にある表皮としての大地である。地の上をは
いつくばって汲々と暮らしている。それでも人は，空こそ飛べないが，光を
そして救いを求めて，天を仰ぎ，心を空のかなたにとばす。深い淵に向かっ
て心をその中に沈ませてしまうこともある。そのとき人の心は雁になる。雁
とは日常生活を越えた精神世界，心の奥底の暗闇の無意識世界を自由に行き
来する人間のことである。
　これまで無数に近い解釈が施されながら，一致した解釈が確立されてない
この詩を理解するに当たってもう一つのポイントは瀟湘に住む瀟湘婦人はか
って川に身投げして水の女神となったのであり，当然ながら彼女の住まいも
居場所も水底であるということである。彼女の琴の音は無意識に深く心を根
さした人の心にしか響かない。
　人々の寝静まった月の明るい真夜中，瀟湘婦人の弾く琴の音が闇の水底か
ら水面へと昇って来る。深い思いに満たされた琴の音ではあるがそれはしか
し地上の誰にも聞こえない。ただ雁だけがこれを聞き取る。今は地上に眠る
鳥達の耳に達する。その音楽の悲しいことといったら，とても辛くてていた
たまれない。そしてかれらはついに意を決して，水が碧く沙が白く両岸に苔
がむしているこんなに美しい河南の地を飛び去って北の国へと逃げていく。
　地の底，水の底で奏でられた神霊の奏でる微かなる響きが雁の心に篭って
はなれず，ついには雁の肉体の実質的な上昇，遠方への逃亡までをもたら
す。始まりはきわめて微かでありながら，それが命ある者の心の中に入っ
て，大きな作用をもたらし，北方への飛翔という身体の持続的な激しい運動
まで惹起させる。閉じた暗い空間である下方に起こった微かなもの，それが
上方の開かれた空間へとつながっていき，さらには途方もない荘漠とした遠
方まで延びていく，その一貫した連続的に拡大する運動にこそこの詩の表現
するものがある。
常建は全国各地の名山を踏破し続けているうちに，とある山中で仙女に出
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会い，仙術を授けられた（註7）。銭起もまた彼の青年期の代表作の最後の句を
鬼神から授かった。こうした伝説からも幾分窺い知ることができるように，
この二人の詩人は，一方が人知を越えたインパーソナルな純度を，他方が内
面的な深度を持っているという違いこそあれ，ともにそのいくつかの作品は
いまなお人知を越えた霊力を力強く放出している。
????????? ?（?（?（?（?（?（?（?（テキストは河獄英霊集による
〈新唐詩選〉吉川幸次郎P145
〈今昔物語〉巻30の9　「信濃国夷母棄山語」
〈唐詩三百首〉目加田誠訳注平凡社2巻112P
〈唐詩鑑賞辞典〉四川文芸出版社P749
〈唐才子伝之研究〉布目潮楓P194
同P72
拙論中国訳に関しては明治大学法学部卒業生の許及さんに御尽力いただきま
した。
（やまだ・てっぺい　明治大学教授）
五感的彼岸
拭愴常建・銭起
山　田　哲　平
第一章光
　　近代法国画家莫内被杁力是首先友現外光的人。事実上早在十七世妃就已
経被克夢徳・夢汲所捕捉，井融人其画中。同祥在唐代，描写光的詩人輩出，
而首先螢美光的中国侍人是謝艮這。他通違山水精致鋼微地表現了光，祥述清
参圓拙恰《散乱光与変幻山水》。杁錯槍上来悦，善干双擦自然的謝艮這所捕
捉到的光，非涛人，而是更接近干西欧画家以及現代科学家的冷峻的眼晴所捕
捉到的，不帯一笙宗教色彩基干鈍梓的双察。力什／A南北朝侍人会持有如此科
学的眼光？迭完全是介迷。可惜唐代詩人却未能銚承迭微妙精致的光姿。但井
不是悦唐朝涛人佃対光的反座変得退椀。量然在精妙巧致逮点上明量遜干謝昊
這，但他佃却重新升拓了具有独特夙格的光的形象。其中常建（708～？清注
意他出生年月洋知但故世年月不明迭点）和銭起（722～780）將其宗教体強通
迂光形象化地表現出来。
　　首先列挙的常建井不是一位寡作詩人，其代表作《破山院》可謂是迭到登
峰造扱，具有超越人智的深度和鈍度。
清農入古寺
初日照高林
竹径通幽赴
禅房花木深
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山光悦鳥性，
潭影空人心。
万籟此倶寂，
但余御馨声。 （注D
　　毎句在表現各稗室1司中掲示杁黒暗到光明的遊展。黎明前的清早，遊人深
山古寺，是指杁升放的空1司送入閉塞森林。杁打升的室向遊人山中迭句起句也
可以想像，返句可以理解力是向閉鎖的室1司的移劫。接着，在明森幽暗的森林
中行遊之日寸，突然美上的室1司升凋了，不由拾美望去，看到朝阻照射在高高的
樹梢上，迭里暗示了高仰角度。身体量在森林里，而視銭却向着増大的明亮的
空向，描写了意沢中由閉向升的小小的這劫。
　　第二訥由行遊在不見天日的葱郁幽暗的竹林中，忽然通向了升放的深奥的
室同和在那升放的地方有僧房，井百花争施丙句組成。有違鮎立在竹林中体験
的人知道，在竹林里是望不到天室的。竹子茂盛葱郁，遮住了天空。逮祥，由
竹径掲示了通向美閉空同的通道，而在美閉的室向將近錯東之吋，阻光照耀的
升放空向又被打升了。速里提到鮮花寛放。阻光照射不到的地方，鮮花就不能
升放。因此，杁速里也能看到杁閉向升的展升。迭祥，杁升芸丙句和后爾句形
成閉升囲升的反夏。最先的升是向着阻光照射的高妊，第二次升是向着阻光捕
洒的地面。
　　美干第三龍，吉川幸次郎先生対登場的島性是逮祥槍述的。　“島性是根有意
思的洞培”（注2），作力天地中的一物而生活着的万物，天地賦干其生命的原理
既是性。人性即是良心。”而対島性的解経是“島勿槍也有性。正因如此，他佃
在明亮的山里的空『中快尿地k游。”逮祥的解経恵覚得映少視覚印象，作者没
有將一K＿N在室代中游玩的具体形象展現在我伯的眼前。因此，在迭里拭着跨出一
歩，杁力鳥性宜接指単鈍明快和竜翔。接下来的同題是山光。山光普照的地方不
是森林或樹林。樹木底下是没有光的。既使山里有升放的室1司，那里也一定覆蓋
着｝人高的野草。充満阻光的地方是樹木之上，即山的上室。所以，迭句可解経
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カ“向着充満阻光的重山峻蛉的上空，』斗几佃炊快地展翅高K”。
　　第三翻的前句是如此向打升的空1司移劫的。后句也清留意吉川幸次郎先生
所指出的，即対速里的“影”特意解1降力“光”，以強凋非影是光。蚤説是
光，但此光若是水面的反射光，那広逮首詩至此升閉反夏的推移，就会中断，
又成力対升放空1司的螢美。如果迭是由水面射入宜迭潭底，照亮本来看不見的
黒暗的潭底的光銭的活，那后句的意思就可達接起来。
　　潭的周囹，一般樹木茂盛，来自横向的光銭不能穿冠，既使是射人水中的
光銭，由干水面反射，不能照到水的深赴。要使視銭到迭黒暗沐冷的水底，就
必須保iiE光銭垂宜射人水面。　《鹿柴》的作者王錐是首先将人射角的不同引避
詩作中的。
空山不見人，
返影入深林，
但1司人沼声。
夏照青苔上。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　剛オ是杁美上照射下来的鯛光，随着夕阻西下，成力横向的金黄色光銭，
射人森林深赴。水淋淋的青苔，在幽暗的森林中，在金黄色的夕阻的照射下，
呈現出鮮抱的色彩。在正午吋分，光銭曽試囲照射青苔，可惜，被葱郁的桝阻
遮住，而未能照射到。此意包含在詩中的“夏”字里。逮首詩与常建的侍正好
相反，即杁正上方射下的光銭不具有実隊意文。以近似水平的人射角射人的黄
昏日寸分的光銭オ能穿違樹枝的向隙，射入森林深必。
　　在此，王錐与常建的共同点是光銭都照射到深奥赴。但王錐的待句是来源
干基干事宴双察的炭現，椋吸子在意想不道的地方炭現的光，井将此偶然炭生
的事物在此侍中加以升隼。可以悦王錐是一位即巣待人，在現実生活中笈現的
事物，以詩的形式加以表現。他是完全的規察涛人，停留干現実。事実上，他
的涛以迭句友現句而告拮束。
比王錐年軽的常建，一定漢近王錐的《鹿柴》迭首涛肥。常建杁王鮭的錯
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束点出友，超出王錐式的鈍粋的視覚体詮。如只限干現実水平的規察，常建仮
仮將王錐的以水平照射，透道枝干向隙的夕阻，改変力杁上至下，照亮潭底的
正午的光銭，但是，杁精神面来悦，那就不是筒単的変換了。
　　常建在照亮深潭之底速句之后，就写使心境人室的状恣。告垢我佃迭里的
外景描写同日寸又是心境描写。前半句与后半句是如何朕系起来的呪？深潭是外
景的潭的同吋，又是心中幽暗元明的深潭一阿頼耶倶，暗示佛的英知之光照遊
一般光銭完全不可能照到的元明的心底。照射潭底的光銭同吋又象征着英知的
意VR。迭祥由謝艮這碗立，王錐銚承，照亮万物的光銭，在迭里，由常建鈍化
力照亮元底元明的意枳光銭。
　　順便提一下，将光暗喩意枳，井不只児干此作品。讐如日本的《今昔物
悟》中有逮祥一介故事。在伯母遺奔山上，有一介青年遺奔了其母素。然而，
在回家途中，看到煙煙地照射着的月光，冥冥中元性地杯念起母来，鑑而重新
登上山，領着母素回家。速里，黒暗象征忘却，光明象征重新回想起的意思。
（注3）
　　男外，杁整首詩来看，迭句与前句明昆地成対障。杁光明中，一方面掲示
了伴随着身体一起往上胞的生物世界，即這劫的身体，生命世界，男一方面，
又描絵出超越物屓世界的人美艮魂寂天的精神世界；一方面具有溶化干光明中
的上方的、ザ散的、生命愛洛斯（希脂神活中人美対神的受）的性格，男一方
面又具有向下方集中、滲透的阿格侃（希脂神活中神対人美傾注的受）般的性
格。迭里，官井不只是対比，迭一酌与其宕各句一祥，可以看出其移劫深化的
遊展。
　　杁鳥九快圧玉翔着的天室鞍到潭底迭180°的仰角変化是刷大的。迭是謝
艮這曽鑑使用せ的手法。炎似的例子迩有好几介。讐如《登池上楼》的升芸
“潜虫L雨幽姿，曳鴻ロ向逸音。”就是一介根好的例子，謝艮這在作送首涛吋，
一定是首先姑在清撤的深淵前長久地凝望違，先是来自干自然双擦的映像，漸
漸地浮現出幻想，迭是謝艮這作涛的程序。元愴急祥強烈的光銭也是照不到淵底
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的。而在淵底潜游的水尤，対准也不亮相，只是慢慢地担劫身躯，欣賞着自己
美雨的身姿而陶酔。同祥，在云彩上方茎翔的鴻雁也不露面，只将其展翅振k
的声音送到地面上的人伯的耳迦。迭秤景象逸比潜尤容易想象。鴻雁一般用肉
眼可以看到，井且其羽音迭一情根也能佑到人伯的耳辺。將実隊存在的一Erg置
后，首先杁想象的潜尤升始，逮一点即所滑非中国式的謝艮這的形式。
　　杁下至上的方向，謝艮這曽這用道。当他低美注視深不児底的深淵吋，在
心艮深赴看到了元妙的潜尤，而当他注視官吋，却又所到杁遥逸的上空佳来的
振翅的声音。他挙美遥望天空，可惜除了振翅的声音外，不児其被云遮住的身
姿。
　　在迭，常建是杁上升始写的，由干上方被森林遮掩着，如果上方被打升，
光銭照射下来的活，視銭自然地会鷲向光銭照射下来的上方。井且其回鞍矩比
謝艮這更大，井不只是180°仰角的変化。位干高赴及深必之1司的作者，向着
充満阻光的空中遥逸的高赴，先是敵升心扉，然后，視銭落下至深潭，宜至深
干潭底的心艮深赴。迭科這劫比謝艮這更捌烈。鞍劫探照灯吋，灯光可以照射
到扱近赴。杁逮点我伯可以得知探照灯可以荻得借大的力矩。而迭里鞍劫的是
光銭，而非物，因此不存在慣性力。没有盾量的存在体在這劫吋，来自慣性力
的神艮似的自由、俊敏的活力在迭得到扱好的表現。迭是英知的光速。光銭在
逮也完成了杁自然光到艮光的盾変。
　　清朝的沈徳潜普経悦謝艮這的詩幽奥。即深奥，不知前方的意思。逮似乎
是表現謝艮這的不知底紬的深奥。似乎人佃迩没注意到，其宴，逮正是表明了
他感覚上的不可能。深奥，逮深姪底処不知究寛潜伏着什広；或者悦，投定底
赴有什広潜伏着，却不能触摸或取得朕系。詩人力此吸息，成力謝艮這若干詩
的主題。謝艮這試着要接触神秘事物，妾身奔走干野山，可是在任何地方也未
能炭現神秘的遊象。対自然的不透明性的怨念，成力謝艮這杁心底流出的感情
之一。
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　　三江事多往，九派理空存。
　　艮物希珍怪，昇人秘精魂。
曽流出神活的三江九派的大河，
現在迩能述悦什広呪？
解粋自然奥文的神R，
抱着灸物暗中昏睡。
　　　　　，規奇鑑禺穴。
身名寛碓辮，圏史柊磨灰。
　　　　　　　f力尋禺王旧迩探坊禺洞，
在需籍己被全部穀灰悼的今天，
又有准能悦出其真宴形象呪？
羽人絶髪髭，丹邸徒室笙。
圏牒夏磨灰，碑版准1用佳。
莫緋百代后，安知千載前。
人眼看不到的身播羽毛的天神，
他的住所是由河川引向天室，
就象箆子的錆杓。
百世前仙人的需籍已鍾散失，
石板石碑也已砕散。
元人1司知的今天，
千世前的遺迩究寛留下了什広呪？
〈入彰叢湖口〉
〈謝叶缶川游山艮這〉
〈八隼子図是麻第三谷〉
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　　在謝灸這的面前，大自然是停留在不透明的背景下。正象升美一句所暗示
的一祥，朝向水尤及朝向玉鴻的祝銭都被不透明的大自然所遮措，而他伯自身
也決不向作者亮相。可以悦由謝艮這創作的被称力幽奥的不透明的自然，由常
建将其変成没有一鍾関影的透明的水晶体。
　　《破山院》所表現出的透明井不只限干深潭，向上方的世界也変得透明。
迭一駒，量然以外景描写錯束了，但我伯迩座留意到迭也是侍人的心象描写。
即作力鈍粋的外部世界的事物而存在的夙景和内心世界的景象。元槍邸一介都
表現カー奈世界。就如内面世界与外部世界的隔園消除了一祥，世界変得透明
了，自己也与世界合一，写《透明和障碍》中蒋・嗅克・魯検槍的斯塔夢梵斯
基的元言之悦，在遠里扱好地用涛的形式表現出来了。
　　整介世界与作者一起平静下来，変得万籟倶寂，遊人悟的境界。最后函句
寺院的御声唐突地打破了静寂，井回P向着。只要活在迭一世上，元槍急祥，都
要被引回俗世。但是引回我佃的不是女子的妖声俗『，而是吋榊，井且，逮也
成力逮首詩的多余部分。完結的世界吐出的逮声音，杁涛的形式上来悦是必要
的部分，而及意思上来看則成力蛇足部分。迭一作品杁筒明的自然描写出炭，
一味地追求純度，捌除多余部分，使活吉得到精隼，以至將光銭提高到男一高
度。可惜最后一句成力鈍化せ程中的残津，由此浅化了迭首涛，同吋也碗宴給
我伯帯来現実性。
　　在古典美木理愴中有迭祥一条原則，一二井列三急鞍。迭一原則是杁人美
洞察力的特征即不求刷変，但灰倦三反夏中早出的。逮一理愴這用干第三駒。
在起承竣中起襲的作用。承近似干起，只要梢有変化即可，可是鞍是鞍換的
鞍，必須有大的変化。前丙句力岡升岡升，在迭里逆特力升団的順序，可以悦
是一和市奏的切分。而最后一句，升閉其自身也消灰了。
　　迭首八句侍爾句一酌共四駒姐成，井各自明碗地起到起承轄錆的作用，几
乎是以超越人智的昇常高度和准礁度完成了此作品，使人不得不杯疑其是否借
助干精艮的力量。如果井非如此的活，那広庄核会留下几首相同完成度的作
品。但是，我佃在常建的其官作品中却誰以我到。只有一首涛具有超越人智的
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完成度及深度，其他的涛，元愴杁邸介角度欣賞，也不及迭首，迭也是最后留
給旗者的不可思波之姪。
　　順便想介察一首徳国十八世妃的涛，杁完成度来看，逸不及常建的《破山
寺》，東是有几如相似之赴。
Hier　wohnte　Stille　des　Hezens，Goldene　Bilder
steigen　aus　der　GewdSser　klarem　Dunkel
H6rbar　waltet　am　Quell　der　Leise　Fittich
Segnender　Geister
迭里是心艮的宇静長期居住的地方，
黄金体的形象杁幽暗清例的水底涌上来，
清泉中祝福天使双翅的
軽微羽音，隠釣佑来。
　　逮是徳国十八世妃涛人鳥迫松的“伐魯克魯塞”中的一市。幽暗清洌的水
底出現了金黄色的形象，逮一句令人想起謝艮這的《謝i陶川游山艮這》中的“
金潭恒澄”的涛句。男外后半句里，清撤的深水和羽音令人想起常建的《破山
寺》。
　　超違人智的完錆性迭一点，在中国涛史上，《破山寺》迭到了唯以接近的
高度，而銭起的《送僧旧日本》則是在宗教性的深度和鈍度上可以赴上常建的
唯一作品。
　　与恋出詩篇仮一首的常建相比，銭起却留下了相当多的｛尤秀侍篇。首先杁
下面迭首被杁力是受常建影ロ向而写成的詩升始。
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〈送僧旧日本〉
上国随壕住，
来途若埜行。
浮天沿海逸，
去世法舟経。
水月通禅寂，
色尤折梵声。
惟’怜一火丁影，
万里眼中明。
　　首先侍句中可能有与厨来解経不同的部分，就是’1水月通禅寂”中的“水
月”。一般解経力井列的海水与月亮与祢領悟的心艮相美似。（注4）真是逮祥
的叫？首先“寂禅”庄核是指僧人的心理状恋，井且以一定形状，形象化地表
現在那風景里。在大海上，与寂禅状恣相近的景規，首先可以想到的是凪平浪
静的海面，以及不受海浪影ロ向的海底。前者海面反射月光，用映着海月的海面
来表現悟境中僧人的心理状恣似乎有欠鮮明度；如果是后者，．月光滲透到海水
深赴，迭祥来表現僧人寂禅状悉就可以理解了。杁迭不由想起常建的詩，看出
其対銭起的影胸。在常建的“潭影空人心”迭短短的一句中，把外界景況和内
心状恋同吋表現出来。銭起的以上迭首侍里的“光銭”也与常建的涛具有同祥
潅厚的佛教背景。寂禅井不単指抽象的心理状恣，座核駄源力外界景規与僧人
的内心状悉的合一。
　　不是光而是琴声在水中佑播回蕩的表現，由以下逮首常建的涛得到碗立。
〈江上琴巣〉
江上凋玉琴，
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　　一弦清一心。
　　冷冷七弦遍，
　　万木澄幽阻。
　　能使江月白，
　　又令江水深。
　　始知梧桐枝，
　　可以徽黄金。
　　銭起在以下両首涛中，描写潜在湖底深赴的神艮一弾投古麸，其圧音就会
宜佑至水面，琴声穿透湖水的表現給人留下深刻的印象。而対干外界光直射水
底的表現多少有几分単薄之感。因此如果賛美光銭杁外界射人内部的現象，那
広自然会想到那是受其他侍人的影n向。此人即是常建。前面曽提到常健在《破
山寺》中有光銭射人深潭的描写。根可能銭起受到肩友，采用了月光射人海水
的描写。解粋カ月光透道清撤寂禅的海水，在此可凋妥当。不仮有英知之光，
迩有船上僧人的佑到海底，引来負尤佃側耳鋼所的頒鑑声。
第二章　距寓
　　粕徳巴的呈安奈尼斯是西欧著名的升早冠色的呈人。他輿呈弗朗西斯寄同
祥，是基督教徒中屈指可数的可以与劫物淘通的，井在人与劫物1司没有界限的
蚤者之一。横架干称我，近近，道去与未来同的巨大障碍与界限，在呈者面前
都会被消除。逮位日本僧人也利落地超越了逮些界限。当吋中国与日本同的航
行潜伏着各秤危険，是決死的旅程。銭起当然了解迭一点。在此却用了“去世
法舟軽”即速位僧人航行者，已鐙跨越了逸近的界限。
　　迭里“法舟軽”的“軽”字令人想起徳国19世妃初的侍人弗・黒ホ込林的
《巾白脱摩斯》中的一情，Wo　aber　Gefahr　ist，Wachst　／　das　Rettende　auch，／……／Die
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S6hne／der　Alpen　Uber　den　Abgrund　weg　／　Auf　leicht　gebauten　Brticken“在危険的地
方孕育着握救。阿ホ普斯的核子伯牲松地越這架干深淵丙迫的筒易桂枡。”如
宜洋，　“軽”不是該子伯的脚歩，是有美建造的副洞，含筒素的意思。退一万
歩悦，　“軽”理解力梼的建造方法，迭祥筒随的枡，也肯定鐙不住核子佃咀塔
眠塔地鉋着Lter的。星然，逮里含軽盈地近梼的意思。梼下就是元底深淵，在
其上却能扱軽易地違梼，逮深淵与軽盈的不可思渓的拮合，是黒ホ迭林与銭起
的共通之如。迭位日本僧人也是遠祥扱軽松地越海而去的。
　　最后的一酌可以逮祥理解咀。在相隔遥近的中日爾国之同，悠板軽易地途
越而去。悠是光，只要有了迭光，即使没有月光，悠的周囹也会充満光明，井
万里元云，永不迷失方向。重筆渣染男1」寓吋的悲哀己成力寓別曲的公式，迭里
不仮没有悲和泪的洞培，也没有暗指的悲痛与泪水。
　　当吋日本勾中国1旬的渡航是決死的危険旅行，在是否可平安到迭逐是未知
数的出友之前，銭起的侍中値得注意的是与此相反地用了根本与寓別不這的
明、軽等洞悟。在如此旅行的出友之隊，其他的侍人又是急祥来描写的呪？回
想一下，王錐也有同祥送日本人旧国的詩，可以与此作一下対照。那日本人不
是僧人，因此不会言及佛教哲理。除了逮一根本背景不同以外，没有吋代差昇
的同題。力了体現銭起詩的特征，就杁力有敷肥。
〈送秘A晃塩迩日本国〉
枳水不可扱，
安知沿海奈。
九州何赴逸，
万里若乗室。
向国惟看日，
旧帆但信風。
贅身映天黒，
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　多国扶桑タト，
　主人孤島中。
　別寓方昇域，
　音信若力通。
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　　大海荘　，而更往奈的九州，又有准知道呪？迭次航程，対悠来悦，是元
迦元隊似的渡航肥。一宜往太阻升起来的奈方前遊，航船只能任尭波浪拍打，
狂夙的怒号，而没有他法肥。也許海面会出現来自海底的大海亀，把天空変
黒，也許怪角会杁大眼晴里友出強光把波浪染成紅色。較生長着扶桑樹的地方
更逸的日本究寛有叫？一旦到迭祖国后，音信将会全元，那是完全男外的世界
呵！
　　在迭里可以看到丙者在用洞上有美似之赴。而最相似的莫迂干王錐的“万
里若乗空”和銭起的“浮天沿海近”了。王錐的湛藍的大海彷佛与天逢接在一
起的侍句与銭起的在　1滴元堤的大海上，船如浮游干天室似地前遊的詩句，在
表現上相当美似。杁逮不薙朕想到銭起曽鋒漢迂王錐的侍。但迭迩只局限干字
面上的美似性。
　　在王錐的詩中，貫穿整篇的思念是指日本是遥近的国度。碗実日本曽経是
根遥近，豊真和尚力了返回日本普経鋒厨了多少次失事；阿倍仲麻昌也是達遭
航行失敗，而婆究未能旧国。可是那只是一般槍。在不同的情況下，不能否定
会有未遇暴鳳，而順夙破浪，容易平安地到迭日本的航行。特別是対子具各神
通力的高僧来悦，也杵会成力容易之事。銭起堅信僧人具有迭秤能力。王錐則
与超常元壕而不能超越常枳。逮祥的王雄万一渡航去日本的活，一定会失事
肥。
　　接着，是更能体現王錐特点的部分。送里没有銭起的光的感覚。光是英知
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与悟性的暗喩。替代超常英知登場的是使天空変暗的大海亀和巨大的怪色等劫
物的面貌。人的目光被送些奈西所吸引，失去了対光的感受。由干有怪色放出
的鉦光．而未提及具有滲透力的光。力了具体形象地表現距禽塾，搬出エ迭些
劫物。正是由迭祥的大海亀、怪色，把日本与中国近近地隔升的，他伯オ是阻
摘在丙国1司的深淵的主体。在中日1司，有使人美変得元能的注洋大海，在那里
有怪色怪善支配着。作者カー5将跨迂充満険悪的世界，回去彼岸的友人的別寓
而悲哀。在前面提道，常建杁王錐的結尾赴升始起筆的。銭起也杁超越王鮭的
現実性赴升始的。渡了王錐与銭起的侍，眼前出現了丙Ai対照性的透明与不透
明、通『（『的通暢，即意枳的穿透，穿道之意）与障碍的世界。
　　男外，王錐与銭起都用了“通”迭冷洞，但両者的使用方法却正相反。王
錐是用干不能通信的断第的意思，而銭起用相同的洞来表現佛之光照到海底，
迭到禅寂，在那里生栖的色尤佃正側耳傾所高僧的涌鐙声。　“通”具有逮祥的
朕系，朕錯及融和的作用。
　　正因力有了王推的侍，オ使銭起前送了許多。但不前避反而后退之事也吋
有友生，因此我伯対銭起的涛1立給予更好的坪紛。
　　対室1司距寓不以力然迭点上，銭起在以下迭首涛中也有同祥的表現。
〈寄衰州李嘉祐員外〉
准凋江山阻，
容輝常在目，
郡国通流水，
行春鶴几嚇，
雁有迩多羽，
穗征黄覇人，
心来埜想偏。
別寓任経年。
云霞共透天。
退客月頻圓。
人元坊戴船。
相児玉防前。
（黄覇力人名，是治民的訣領，曽一度流放，后又返京）
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　　如果想到弥，一瞬1司就可竜近江川湖泊，
　　任何吋候都可在埜中与称相会，
　　休的面容一宜在眼前浮現，而永不改変。
　　江河暢流，与休将去的遥逸国度相達。
　　弥看到的白云与我仰望着的彩霞，杁高高的天上看来，座カー体。
　　春天的鵬鵡要鳴叫停息多少次，秋月將几度圓鋏，
　　大雁会回旧，
　　旧帆中却不見称的身影。
　　但是不必吸息，正象黄覇一祥，休也一定会再次返京，
　　辻我伯相会在王座前。
　　在迭首侍中，銭起岡明了物辰世界的　醐也不会超越心災世界的萢囹，表
現元槍相隔如何逸，只要心向厚愛的友人，根快就能k到対方的心昊深赴。
　　在別寓中，作者満杯情思，堅信心R的朕系，井表込粉望再会的心情。
第三章　不在
〈宿王昌齢隠居〉
清漢深不測，
松隊露微月，
茅亭宿花影，
余亦謝吋去，
隠姓唯孤云。
清光玩力君。
菊院滋苔蚊。
西山奪鶴群。
　　迭首詩是在王昌齢扶意寓升隠居地，重新投身干政治官場以后，常建恐伯
不知其原委而登円造坊日寸所作的詩。速是最近中国研究者的解悸。（注5）（日
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本的有美君籍中没有一必提及王昌齢的不在。）迭祥，　“月光迩象以前一祥，
力祢照射”迭一句就易理解了，因力送家主人己鋒不在了。菊院里青苔的滋
長，照以前的解経似乎有些不可思侠之感。因力本来稗菊草的庭院必須有充足
的阻光，而由干主人不在，没人遊行庭院修整，樹木未経修理而葱郁，形成深
深的樹萌，以至滋生了青苔。　“迭月光薙道不是力伯く照射的叫？”迭一句，正
是説明王昌齢不在的重要涛句。徳比西的“庚院残寺里，甚至達月亮也要落下
来了”里表現的不在、荒蓼及月亮的透明在遭首侍中也有表現。歌吟不在似乎
是銭起的得意主題。
〈和人秋旧終南山別豊〉
旧居三願后，
野径到円尽，
昔年蕗出谷，
物外凌云操，
晩市重幽尋。
山箇達竹明。
今日風旧林。
准倉旨窒匪1止ヒ’〔二♪。
　　逮首侍也是以不在力主題，可能是尊敬的前輩故世后，前去探坊吊嗜吋留
下的侍。整首侍可以逮祥理解。
　　故去的和人住在京城的吋候，詩人曽鋒謹慎地去府上辞坊冠一次。那以
后，和人在晩年禽升京城的家，返回故里隠居，修建了幽静的宅院。涛人径常
去那里，受到許多教海，和人在那里迭到了高深的精神世界。以后，就故世在
幽居里，就象道路到円前便是尽美一祥。力了尋我死后的英魂，涛人来到他生
前的臣卜室，在逮美岡的空同里，他的床量在，可己没有了他的身影。迭吋，祝
銭被升着的窟所吸引，心K到了窃外，看到了　岡的竹林。也許在竹阻里，迩
看到師匠的N魂了肥。窄然回首前輩生前的超俗並績，迭就与没有后銚人達接
起来了。
　　“野径到円尽”和“山窟達竹阻”是対句，又起暗示作用。是不連鎮与連
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鎮的対比，前半句是写堅実地走在人生的旅途上，柊干走到尽Sknt世而去。他
的肉体生命在口前断鉋了，但他的英魂正如后半句所暗示的，不会在円前断
鉋，而是通迂山箇延鎮着。后半句暗示了艮魂的永恒性。艮魂杁肉体中超脱出
来，官不再是肉体，己経元所謂遊出口了。因此師匠的艮魂不是杁美閉的円，
是杁意枳的通道，打升的箇口禽升人世超脱了的。窃外看到的竹林的“阻”是
阻的世界，即通向死后的世界，在迭首侍中有艮魂不灰的預感。将其思想更加
以鈍化的是以下迭首涛。
〈嬰室寂寺玄上人〉
棲然双樹下，
灯躾生前火，
阻院明片雪，
寂灰」立力圧，
垂泪近公房。
炉添没后香。
寒伽向室廊。
生心徒自伍。
　　迭首詩以上人的圓寂力升美。死意味着切断生命的達鎮性，切断全部人1司
美系。与迭一断鉋相達的仮是遺留下来的弟子伯。生前点着的蛤煙現在依然亮
着，香煩的姻，在杯念上人的英魂似地弥散著。
　　尽管逮祥，対上人膝下的弟子佃来悦，有的只是失去先師的悲痛。
　　迭祥高深的上人的屍魂，事宴上不会停留在人1司世界。下面爾句暗示了迭
点。黒暗枳雪的防梯，朝着月光漸漸地亮起来了，一防隣地上升，井一宜上升
通向長廊。長廊爾側，竹子上的枳雪被揺落炭出的声音，就象樹木的精昊似地
回想着。迭“空”字不仮表示没人，更是表示佛教的室，具有浬梁和来和性的
意思。男タト，迭首侍中的“明”既是指阻阻的阻，更是指死后世界。我曽鑑与
中国代功師一起参規」立上海博物館。在遊人棺円之前，迭位ft功師就町嘱我
伯：“迭里明代根重，決不能放松，意枳不要与明相達。”井且，当我伯走出
博物棺后又仔鋼地把阻『杁我伯身上法除，他悦，京西埋在地底下長久后，会
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散友出根重的明代。迭里的阻也帯迭介意思。佛教的室是跨越生死的世界，与
迭祥的関形成明昼的対比。迭首涛中的防梯和長廊可理解力是用来暗指杁阻到
空的上升通路。即使曽鋒是上人也暫吋下降到冥界，然后，上人的灸魂杁阻界
通道附梯迎着光明前遊。通道長廊得到超脱，遊人空的世界，最磐迭到板圧浄
土。死后艮魂的通路，不知力什広与幅死体詮者所描述的黒暗隣道的男一端，
射来刺眼的光銭等内容根相同。正是由子作者不知力什広感受到了迭科感覚，
オ能写出死対上人非苦是禾。没有堅定信念的人オ会力先師的死哀悼。迭里的
不在持有枳扱姿恋。迭在尋坊王昌齢別駆的常建的侍中是没有的。就如美干旧
日旅途使用明亮、軽松等伺悟一祥，対干尊敬的前輩的死用圧迭一洞浩是銭起
的特色。
第四章　刹那与永近
　　如果悦前述的涛，表現了H“’Hl的達躾性，那広下面速首詩則表現了一瞬的
永恒。
〈谷口需斎〉
泉整帯茅茨，
竹怜新雨后，
因肇栖常早，
家憧拍夢径，
云霞生醇帷。
山憂夕阻吋。
秋花落更退。
昨与故人期。
涌泉墾谷的低注地里，有我的茅草屋，
那是云霞易聚的地方，
蓬草延伸違来，爬満箇口
竹怜髪雨后的清新，夕阻杯抱群山。
因鷺早早地回巣栖息，
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　　秋天的鮮花傍不凋零，在枝訣尭放。
　　打炭家憧清拍布満菖夢的小道，
　　等待昨日相釣的旧友的到来。
　　遠首涛的中心句是第三駒，閑鷺的早旧巣所掲示的提前休息的静止和秋天
的花草在客人到来之前尭升不凋，推退衰症的双重静止。在提前与延退的1司隙
中存在的現在所表現的永近，井随着期待而漸漸地超向炮和。
　　力款待旧友来坊，吋1司在累張的准各中冠去了。焦急等待的心情也己消
失，万事倶各，只欠奈夙，現在主人正悠因地在家里等待旧友的来晦，不是在
友人即將来晦之前打拍，秋天的落叶根快会将山道堵住。現在正叫家憧打拍
着，隠釣侍来打拍落叶的声音，迭声音也許使作者更守静，使其遊人一秤瞑想
状恣。
第五章　声音
銭起対声音的敏感度在常建之上。
〈斐迫需需望月〉
夜来侍酒来，
影閉重円静，
鵡椋随叶散，
今夕遥天末，
月満謝公楼。
寒生独樹秋。
萱逸人姻流。
清光几赴愁。
聚集在謝公楼飲酒作侍，
月亮升上来了，咬浩的月光照亮周固。
大円美IZ］，「］影没有一盤劫静。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五感的彼岸　141
宅邸内的孤樹，在樹梢美捕捉秋天的信息。
受慷的喜鵠拍打着翅膀寓枝k去，樹叶似銀箔在空中聴舞。
董火虫k入逸赴雰代中，隠釣中光団似乎膨脹了坪多。
迭里是遥逓的天河的尽共，
今晩，月光把元数哀愁散播給人同。
　　悦到声音，脳海中立刻浮想起謝艮這的杵多涛篇。
　　《夜宿石口詩》中，杁通違双耳荻得的情振，升劫想象力。涛人双擦那些
在森林的幽暗赴睡着的禽島的形恣，可是迭些映像，井不一定是通冠眼晴得到
的宴像。在実豚的自然界中，由干黒暗，詩人的視覚笙毫不能起作用。即使看
到鳥的形恣，那也只不違是浮現在詩人心艮屏幕上的想象像一虚像。引起迭
想象像出現的是声音。后半部分的樹叶瓢落，知道起夙了迭地方，表現了本来
看不到的，即通這肉眼不能捕捉到的夙的存在，通た‡桝叶瓢舞迭一現象，二次
性的（同接的）被杁枳，逮介画面甚至在心艮屏幕上也没有映出影像。看不児
的奈西，就是看不児的奈西，作力看不見的奈西，以看得見的奈西力銭索，対
其形成表象。正由子逮里没有声音，前半部分序生的声音在后半部分的静寂中
被喚起余音。
　　接下来的《杁斤竹洞越吟渓行》中，所到猿猴的鳴叫声，知道早農的来
価。力了追求光明，走出屋外，可是山谷伍然漆黒，迩不見朝阻。迭里，在首
先由視覚去捕捉Al別対象之前，所覚已捕捉到了声音。所覚是五感中次干嗅覚
的具有暗示性的感覚。迭所覚捕捉到的声音，喚起其他感覚的覚醒。
　　謝艮這的逮些有美声音的涛，実在是富干暗示力，令人朕想到幽奥世界。
所覚与其他四紳感覚密切地皓合在一起，一秤感覚的覚醒，会引起共振，使其
他感覚在荻得男タト任何情根之前，自炭這作，使得内心各科想法印象反映出
来。迭在心理学上称力共感覚。
　　与具各如此特殊感覚的謝戻這相比，銭起的声音描写則在感覚上表現得扱
其単鈍。宜率地悦，所覚扱敏感，渡了銭起的迭首侍，我佃耳迦佳来被秋色与
142　明治大学教養論集　通巻293号（1997・1）
明月慷醒的喜鵡，呼略呼嗜拍打着翅膀的声音。下面迭首涛在声音描写的敷果
上与以上迭首涛有昇曲同工之必。
〈渥渓声〉
乳石跳素波，　　寒声同几赴。
腱殿瞑風引，　　散出室林去。
四赴点描着稀疏的波圏，
在榊乳洞中噛嗜噛嗜冷冷地回ロ向着。
回声被腱鬼的晩夙引出洞外，
散到油元人姻的空林中去。
銭起原来就是一位具有艮感的涛人，他有折到一般nJ　F不到声音的双耳。
〈省試湘艮鼓麸〉
善鼓云和麸，
渇夷室自舞，
苦凋凄金石，
蒼梧来怨慕，
流水佑湘浦，
曲婆人不見，
常同弟子艮。
楚客不堪所。
清音入杳冥。
百韮劫芳馨。
悲夙道洞庭。
江上数峰青。
会弾云和念的是莞的女九的艮，
那圧声杁水底友出。
水中之神円夷忍不住升始跳起舞来，
楚客伯却碓冠地暗暗流泪。
那曲澗深況哀娩，即使盛如金石也力之悲凄，
官的清充胸亮，可以佳到元努元尽的蒼弩中去。
亡夫舜帝之艮出現在青桐樹下，杯念髪妻。
那馨香的芳草白韮寛会受感劫，越炭吐出芳香来。
接着湘湖里漢渦四起，涼涛拍岸。
五感的彼岸　143
湘江上空回蕩着哀怨的圧音，泥成一股悲鳳，竜道八百里洞庭。
曲婆之后，四赴不児人影，
平静下来的水面上，一江如帯，数峰似染。
　　速首涛的特点是写了神艮喚起許多其他神艮的故事，而迭一切，人向的銭
起始婆傍所着，或者悦是窺視着。宴除上最后薗句是照写了鬼艮演唱的歌洞。
棲了迭首涛，科挙主考官也杁力此非凡人之作，果断地推挙了他。（注6）
〈旧雁〉
瀟湘何事等因回，　　水碧沙明爾岸苔。
二十五弦弾夜月，　　不駐清怨却K来。
　　大雁在爾秤意又上k行子藺ノト世界之1司。一秤是作力候鳥南来北往地k
行。男一秤是作力水島，在空中k行的同吋，也潜游干水中捕色，蒼天在大地
之上，江川湖泊在大地之下，人美在其向的作力表皮的大地上生活着，　“旬
葡”在地上忙忙緑緑。尽管逮祥，人美量不能一Kan天室，但力了求光明，粉
極救，仰望天室，心艮也会k向九雷云外，面対深淵也可以況下心来。那吋人
的心就変成大雁。大雁象征着人美在超越日常生活的精神世界及心災深必的元
意惧的世界里，自由地来回k翔。
至今対逮首涛有元数相近的解経，然而逐未得到一致。在解経逮首涛吋，
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男一重要点是住在瀟湘的瀟湘女曽投身江河而成力水中女神。当然，水底就是
地的居所，姥的琴声只能回駒在那些冥思退想的人的心里。
　　夜深人静，明月当空，瀟湘女弾奏的充満思念的琴声，杁黒暗的水底上升
到水面，可惜地上的人美又有准能所到呪？只有大雁可以所到，現在那琴声己
佑到大地上睡着的慨培的耳迫，那是多広悲痛欲絶的系声ロ阿，大雁実在碓以承
受，因此葵干決意聴寓碧水沙白，爾岸青苔的美雨的河南而逃往北国。
　　在水底下地底下，神艮弾奏的軽微的圧音，郁飼在大雁的心中，揮之不
去，婆干，帯来了肉体的実贋性的嘱既，逃往遥逸的北方。升始量是扱其鯛微
的，而当其遊人生命体的心中之后，却起到具大作用，引友了大雁k向北方逮
一身体的持鎮性的激烈這劫。返正是送首詩所要表現的内容。
　　常建長期游房干全国各地的名山大川，曽在一座山里与仙女相逢，得到仙
ボ的真佳（注7）。銭起也在他青年期的代表作中有二句是神来之筆。杁迭些佳
悦中，我佃可以看出，正是因力逮爾位侍人具有超越人智的超介性鈍度与具有
内面深度的不同特色オ使他伯的一些作品至今｛乃強烈地放射出神奇力量，具有
強烈的吸引力与感染力。
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